


























支援に取り組んだので報告する.【対 象】 平成 22年
2月に当院に入院の上腋窩郭清を伴う乳房切除術を受け











































黒住 昌史 （同 病理診断科）
今回, 18年という長期間の後に乳房内に再発した 1例
を経験したので報告する.症例は 60歳代女性で,18年前




















中島 弘樹，関原 正夫，助川 晋作
岩城 孝和，郡 隆之，安藤 哲
（利根中央病院 外科）
森田あやこ，大野 順弘 （同 病理科）
症例 1は 60歳女性,閉経後.左乳癌 T2N1M0,StageⅡ
Bにて Bq＋Ax(Ⅱ)施行,病理組織学的には,浸潤性小葉
癌, pT＝3.0cm, n:over10, ER (＋), PgR (＋), HER2:
1＋であった. FEC (75) followed by weekly paclitaxel
(80)施行後はAI剤の投与を行っていた.DFI:22Moに
て胃及び腹膜に転移を認めた.
症例 2は 75歳女性,閉経後.右乳癌 T2N1M0,StageⅡ














横江 隆夫，大木 茂，岡野 孝雄












を確認した.平成 21年 11月から TS-1を 100mg/day(1
週投与 1週休薬)で投与開始した.投与後,発赤とびらん
は徐々に改善し,平成 22年 2月には完全に消失した.口
内炎,白血球減少などの有害事象はなく,現在も緩解状
態が続いている.
?特別講演>
座長：前村 道生
乳癌患者への心理的支援 ―リエゾンナースとしての経
験から―
梅澤 志乃（国立がん研究センター
中央病院 看護部）
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